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送 電 線 工 事 災 害 報 告 書 （再発防止対策書） 
関東支部 

発生日時 令和 4 年 11 月 5 日（土曜日） 11 時 15 分頃 天  候 曇り 

災害の程度 死亡－名 負傷 1 名 職種：基礎作業員 年令 51 歳 経験年数 14 年 

工事の種類 
調査 

測量 
伐 採 運 搬 仮  設 基  礎 組  立 足  場 架  線 撤  去 その他 

災害の種類 
墜落・ 

転落 
転倒 

物の飛

来・落下 

崩壊・ 

倒壊 

はさまれ・巻

き込まれ 

切れ・ 

こすれ 
感電 その他 

原     因 
作業準備 

の不良 

作業方法 

の不良 

工具防具 

の不良 

電気工作物

の不良 

作業者 

の過失 

共同作業 

者の過失 
その他 

設     備 電圧 kV 回線 電線  －   ㎜ 2    単導体 地線  －   ㎜ 2  条 

災 

害 

の 

状 

況 

件名 モノレールによる鉄塔基礎材運搬時，荷が崩れ作業員の左手が挟まれ負傷 

被鉄塔基礎材(長さ約 4.5m/本，重量約 700kg/本)のモノレール運搬を被災者と共同作業者の 2名で実施

した。モノレール基地にて鉄塔基礎材 2本をワイヤならびにレバーブロックで荷台に固縛後，共同作業

員はモノレールを運転し，被災者は荷台に同乗しモノレール基地を出発。基地から 60m程度(斜度約 25

度)進んだ際にワイヤの固縛が緩み，鉄塔基礎材が斜面方向に滑り出した。被災者は鉄塔基礎材をとっ

さに両手で掴んだ際に，荷崩れした鉄塔基礎材に左手を挟まれ負傷した。 

［被災程度］左橈骨尺骨骨幹部骨折，第 2,3,5 指の中手骨開放骨折，第 1指の基節骨開放骨折， 

      長母指筋腱断裂 

［装  備］作業服（上・下），安全帽，安全長靴，ゴム手袋 

原

因

及

び

対

策 

 

1.災害発生の主原因 

(1)現場代理人はモノレール運搬における資機材の固縛・積載方法を定めていなかった。 

(2)現場代理人及び作業班長は，禁止されているモノレール荷台に乗車※1 しないと出来ない作業※２を

させた。（人員配置計画の不備） 

※1：当該機種(KS-90NT)は，座席を起こせば人員輸送，倒せば物資輸送の仕様。今回は全座席を倒し，物資輸送仕様

で運行していた。 

※2：原動所側荷積みに 1 名＋運転者，鉄塔側荷下ろしに 1名＋運転者の合計 3 名が必要な作業を 2 名で実施させたた

め，運転者の他，座席の無い 1 名(被災者)も乗車し移動せざるを得なかった。 

(3)現場代理人をはじめ作業に係る全員が，禁止されているモノレール荷台への乗車を黙認していた。 

2.再発防止対策 

(1)モノレール運搬における資機材の固縛・積載方法の標準例を標準施工計画書に織り込む。 

(2)現場代理人及び作業班長は，ルールや施工計画の重要性を管理責任に照らして深く認識し，守りず

らいルールを守るための方法(例えば配置要員の増）や，ルールを容易に守れるカイゼン（例えば

同乗者座席の増設）を思考する。 

(3)現場代理人及び作業班長は，言い出せる職場づくりに努める。また，本社はこれを支援する。 

（注）1.｢人身災害報告要領｣に基づいて記載するものとし，｢工事の種類｣｢災害の種類｣｢原因｣については該当項

目に○印を付ける。 

   2.災害状況の説明と共に，なるべく図面を添付すること（様式－2）。 

    特に感電の場合は支持物，電線の離隔距離その他寸法を記入する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

災　害　概　要　図
災害発生状況
　　

災害発生までの流れ

（様式－２）
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